放射線の危険性はどの程度か
汚染食品を食べたらどうなる？

放射性降下物の量的変化
　1950年代から70年代にかけて、世界各国は大規模な核実験を行っていた。その頃地球上には大量の放射性物質が降下していたが、文部科学省気象研究所のデータによると､1963年に日本国内に降り注いだセシウム137は1平方kmあたり19億3500万ベクレル（Bq）であって、それは核実験を停止してその影響が低下した1990年以降の２万倍に相当する。チェルノブイリ原発事故後の1986年には、国内の放射性降下物も一次的に増加して１億3500万Bqになったが、これはその年だけの変化であった。
　福島原発事故で被爆地図から外れた東側に位置する福島市に降ったセシウム137は１平方kmあたり3000~6000億Bqと推定されていて、原発から20km圏では、どれほどの放射性降下物があったのだろうか‥‥マスコミ報道に注意して頂きたい。

汚染食品は大丈夫か？
 　放射性物質で汚染された飲食物から受ける内部被爆線量（シーベルトSv）はどれだけか。これはつぎの計算式で求められる（セシウム137を対象として大人の場合）：
被爆線量（Sv）＝1.3×10-5×Bq
　いま4000Bq/kgのセシウム濃度の牛肉*を年間10kg食べた場合に、受ける放射線量は0.52mSvということになる。また暫定規制値内として販売されている水**や野菜***を１年間摂取し続けても、それぞれ､1.90mSv、0.65mSvにしかならない。
　　*これまで検査した中での最高濃度
　 **セシウム137濃度が200Bq／Lの水を

１日２L、１年間飲み続けた場合。

　***セシウム137濃度が500Bq／kgの野菜を

　　　年間100kg食べた場合。　
一方、福島市の大気中にいて受ける放射線量（昨年７月の測定値で）は、８時間外出､16時間屋内生活を１年間継続したとして6.83mSvである。
　　　　　医用検査と自然被爆放射線量
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  1:胸部X線、2:胃透視、3:PET検査、4:CT検査。

　5:職業被爆年間限度、6:心臓検査の皮膚表面線量、

　7:癌治療、A:ﾗﾑｻｰﾙ(ｲﾗﾝ)、B:ｶﾞﾗﾊﾟﾘ(ﾌﾞﾗｼﾞﾙ)、C:ｹﾗﾗ(ｲﾝﾄﾞ)、D:日本、E:東京~ニューヨーク往復飛行 
     　　 
  この被爆線量がどの程度の意味をもっているのか

を 医療で受ける検査放射線量と比較してみるとよ
くわかる。汚染牛肉や野菜を年間多量に食べたとし

ても、それはCT検査を１回受けた場合の1/10以下

にしかならない。福島市内での自然被爆も、雨水な

どで自然徐染されているので積算値より大幅に減少

しているだろうから、それはCT検査１回線量以下

と推定される。
癌発生への影響
　国際放射線防護委員会が定めた値によれば、被爆
線量と発癌リスクとの関係は、100mSvの被爆で生
涯癌死リスクが0.5％上昇し、１Svで５％上がると

される。汚染地域での生活のように，緩徐な被爆で

はこのリスクが半減される。
　世界中には地中の放射性物質のために生活空間の

空中線量が高い地域があり（上図A,B,C）、その土地

に長く住んでいる人の積算被爆線量は１Sｖを超え

ているが、この地域で癌発生が高いというデータは

全く存在しない。またチェルノブイリ原発事故後に

も成人の癌発生率が上昇したという報告はみられな

い。これらのデータからみる限り、福島事故が成人

の健康に与える影響は大きくないといえる。
　但し、子供の甲状腺癌については、この常識から

離れた注意と関心をもたねばならない。
